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    諫早市犯罪被害者等支援条例施行規則  

 （趣旨）  

第１条  この規則は、諫早市犯罪被害者等支援条例（令和３年条例

第２１号。以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定め

るものとする。  

 （定義）  

第２条  この規則において使用する用語は、条例において使用する

用語の例による。  

 （支給対象者）  

第３条  条例第７条第１項の見舞金の支給対象となる者は、次の各

号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める者とする。  

 (1) 遺族見舞金  犯罪行為により死亡した者の第１順位遺族（第

５条の規定による第１順位の遺族をいう。以下同じ。）であって

当該犯罪行為が行われた時において、市内に住所を有する者  

 (2) 重傷病見舞金  犯罪行為により重傷病（負傷又は疾病（精神

的なものを含む。）に係る被害であって、その治療に要する期間

が１か月以上であると医師により診断されたものをいう。以下

同じ。）を負った者であって、当該犯罪行為が行われた時におい

て、市内に住所を有するもの  

（見舞金の額）  

第４条  見舞金の額は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に

定める額とする。  

 (1) 遺族見舞金  ３００，０００円  

 (2) 重傷病見舞金  １００，０００円  

２  重傷病見舞金の支給を受けた犯罪被害者が死亡した場合 （当該

重症病見舞金の支給に係る犯罪行為による被害に起因して死亡し

た場合に限る。）における遺族見舞金の額は、前項第１号の規定に

かかわらず、同号に定める額から既に支給した重傷病見舞金の額

を控除した額とする。  

 （遺族の範囲及び順位）  
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第５条  遺族見舞金の支給を受けることができる遺族は、犯罪被害

者の死亡の時において、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 (1) 犯罪被害者の配偶者（婚姻の届出をしていないが、事実上婚

姻関係と同様の事情にあった者を含む。以下同じ。）  

 (2) 犯 罪 被 害 者 の 収 入 に よ っ て 生 計 を 維 持 し て い た 犯 罪 被 害 者

の子、父母、孫、祖父母及び兄弟姉妹  

 (3) 前号に該当しない犯罪被害者の子、父母、孫、祖父母及び兄

弟姉妹  

２  犯罪被害者の死亡の当時胎児であった子が出生した場合に おい

ては、前項の規定の適用については、その子は、その母が犯罪被

害者の死亡の当時犯罪被害者の収入によって生計を維持していた

ときにあっては同項第２号の子と、その他のときにあっては同項

第３号の子とみなす。  

３  遺族見舞金の支給を受けるべき遺族の順位は、第１項各号の順

序とし、同項第２号及び第３号に掲げる者のうちにあっては、そ

れぞれ当該各号に掲げる順序とし、父母については、養父母を先

にし、実父母を後にする。  

４  犯罪被害者を故意に死亡させ、又は犯罪被害者の死亡前に、そ

の者の死亡によって遺族見舞金の支給を受けることができる先順

位若しくは同順位の遺族となるべき者を故意に死亡させた者は、

遺族見舞金の支給を受けることができる遺族としない。遺族見舞

金の支給を受けることができる先順位又は同順位の遺族を故意に

死亡させた者も、同様とする。  

 （支給の制限）  

第６条  次の各号のいずれかに該当する場合には、見舞金を支給し

ないことができる。  

 (1) 犯罪被害者又はその遺族が、暴力団員による不当な行為の防

止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規

定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は同条第２号に

規 定 す る 暴 力 団 若 し く は 暴 力 団 員 と 密 接 な 関 係 を 有 す る 者 で
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あるとき。  

 (2) 前号に掲げる場合のほか、犯罪被害者又はその遺族と加害者

との関係その他の事情から判断して、見舞金を支給することが

社会通念上適切でないと認められるとき。  

 （支給の申請）  

第７条  遺族見舞金の支給を受けようとする者は、次に掲げる書類

を添えて、遺族見舞金支給申請書（様式第１号）及び誓約書（様

式第２号）を市長に提出しなければならない。  

 (1) 犯罪被害者の死亡診断書、死体検案書その他当該犯罪被害者

の 死 亡 の 事 実 及 び 死 亡 の 年 月 日 を 証 明 す る こ と が で き る 書 類

又はその写し  

 (2) 死亡した犯罪被害者の消除された住民票又はその写し  

 (3) 申請者の住民票又はその写し  

 (4) 戸 籍 謄 本 そ の 他 の 死 亡 し た 犯 罪 被 害 者 と 申 請 者 と の 続 柄 を

確認することができる書類  

 (5) 申 請 者 が 死 亡 し た 犯 罪 被 害 者 と 婚 姻 の 届 出 を し て い な い が

事実上婚姻関係と同様の事情にあった者であるときは、その事

実を確認することができる書類  

 (6) 申 請 者 が 死 亡 し た 犯 罪 被 害 者 の 配 偶 者 以 外 の 者 で あ る と き

は、第１順位遺族であることを確認することができる書類  

 (7) その他市長が必要と認める書類  

２  重傷病見舞金の支給を受けようとする者は、次に掲げる書類を

添えて、重傷病見舞金支給申請書（様式第３号）及び誓約書（様

式第２号）を市長に提出しなければならない。  

 (1) 負傷し、又は疾病にかかった日、入院日数及び負傷又は疾病

の 状 態 に 関 す る 医 師 又 は 歯 科 医 師 の 診 断 書 そ の 他 の 書 類 で あ

って、当該負傷又は疾病が重症病に該当することを証明するこ

とができるもの又はその写し  

 (2) 申請者の住民票又はその写し  

 (3) その他市長が必要と認める書類  
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３  前２項の規定による申請は、犯罪被害の発生を知った日から２

年を経過したとき、又は犯罪被害が発生した日から７年を経過し

たときは、これをすることができない。  

４  前項の規定にかかわらず、犯罪行為の加害者により身体の自由

を不当に拘束されていたことその他のやむを得ない理由により同

項に規定する期間を経過する前に第１項又は第２項の規定による

申請をすることができなかったときは、その理由のやんだ日から

６か月以内に限り、当該申請をすることができる。  

 （支給の決定等）  

第８条  市長は、前条第１項又は第２項の規定による申請があった

ときは、その内容を審査し、見舞金の支給を決定したときは見舞

金支給決定通知書（様式第４号）により、申請を却下したときは

見舞金支給却下通知書（様式第５号）により、当該申請を行った

者に通知するものとする。  

 （見舞金の請求）  

第９条  前条の規定により見舞金の支給の決定を受けた者（以下「受

給決定者」という。）は、見舞金支 給請求書（様式第６号）を市長

に提出するものとする。  

 （支給の決定の取消し等）  

第１０条  市長は、受給決定者が偽りその他不正の手段により見舞

金の支給の決定を受けたと認めるときは、当該支給の決定を取り

消すことができる。この場合において、既に支給した見舞金があ

る場合は、その返還を求めるものとする。  

 （報告等）  

第１１条  市長は、見舞金の支給に関し必要があると認めるときは、

受給決定者に対し、報告を求め、及び調査を行うことができる。  

 （その他）  

第１２条  この規則に定めるもののほか、必要な事項は市長が別に

定める。  

   附  則  
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 この規則は、令和３年１０月１日から施行する。  
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様式第１号（第７条関係）  
（表）  

年   月   日  
 
 諫早市長  様  
               住  所  
               申請者氏名           
               被害者との続柄  
               連絡先  
 

遺族見舞金支給申請書  
 
 諫早市犯罪被害者等支援条例施行規則第７条第１項の規定により、
関係書類を添えて遺族見舞金の支給を申請します。なお、他の同順

位遺族に対しては、私が受領についての代表者となります。  

支給申請額          円  

犯罪行為が行われた日時  年   月   日   時頃  

犯罪行為が行われた場所   

犯 罪 行 為 に
よ り 死 亡 し
た者  

氏名
ふりがな

 
生年月日  

 
    年   月   日生  

住所   

死亡年月日  年   月   日  

犯 罪 行 為 に よ る 被 害 の 発 生 状 況  

当該犯罪行為に係る  
重傷病見舞金の支給の有無  

□  有     □  無  

取扱警察署名        警察署  

他 の 第 １ 順
位の遺族  

氏名（ふりが
な）  

被 害 者 と
の続柄  

住   所  

   

   

   

備   考   

遺族見舞金支給に係る同意書  
１  遺 族 見 舞 金の 支 給の 決 定 に 際し 、 市が 警 察 署 等 の 関 係機 関 に 対

し 上記 の 犯 罪 行 為 等 に関 す る 事 項 に つ いて 調 査 等 を 行 う こと に 同
意します。  

２  第 １ 順 位 遺族 が 複数 人 い る 場合 、 遺族 見 舞 金 の支 給 決定 を 受 け
た 後に 他 に こ の 見 舞 金を 受 け 取 る べ き 遺族 が 判 明 し た 場 合等 、 他
の 遺族 と の 調 整 が 必 要と な る と き は 、 私の 責 任 に お い て 解決 し ま
す。  

                氏  名           
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（裏）  

【添付書類】  

１  犯罪被害者の死亡診断書、死体検案書その他当該犯罪被害者の

死亡の事実及び死亡の年月日を証明することができる書類又はそ

の写し  

２  死亡した犯罪被害者の消除された住民票又はその写し  

３  申請者の住民票又はその写し  

４  戸籍謄本その他の死亡した犯罪被害者と申請者との続柄を確認

することができる書類  

５  申請者が死亡した犯罪被害者と婚姻の届出をしていないが事実

上婚姻関係と同様の事情にあった者であるときは、その事実を確

認することができる書類  

６  申請者が死亡した犯罪被害者の配偶者以外の者であるときは、

第１順位遺族であることを確認することができる書類  

７  誓約書（様式第２号）  

８  その他市長が必要と認める書類  
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様式第２号（第７条関係）  

年   月   日  

 

 諫早市長  様  

 

               住  所  

               申請者氏名           

               被害者との続柄  

               連絡先  

 

誓約書  

 

見舞金（遺族見舞金・重傷病見舞金）支給申請に当たり、犯罪被

害者等（犯罪被害者のほか遺 族を含む。）が、諫早 市犯罪被害者等支

援条例施行規則第６条各号の規定に該当しないことを誓約します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、偽りその他不正の手段により見舞金の支給を受けたことが

後に判明した場合には、見舞金の返還を求められることがあり、そ

の際は受給者に返還義務があることを理解しました。  

  

(1) 犯罪被害者又はその遺族が、暴力団員による不当な行為の防

止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第６号に規

定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は同条第２号に

規 定 す る 暴 力 団 若 し く は 暴 力 団 員 と 密 接 な 関 係 を 有 す る 者 で

あるとき。  

(2) 前号に掲げる場合のほか、犯罪被害者又はその遺族と加害者

との関係その他の事情から判断して、見舞金を支給することが

社会通念上適切でないと認められるとき。  
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様式第３号（第７条関係）  

（表）  

年   月   日  

 

 諫早市長  様  

                住  所  

                申請者氏名          

                連絡先  

 

 

重傷病見舞金支給申請書  

 

 諫早市犯罪被害者等支援条例施行規則第７条第２項の規定により、

関係書類を添えて重傷病見舞金の支給を申請します。  

支給申請額              円  

犯罪行為が行われた日時  年   月   日   時頃  

犯罪行為が行われた場所   

犯罪行為による被害の発生状況   

犯罪行為が行われたときの住所  

（現住所と異なる場合のみ記入）  
 

重傷病の状態  別添診断書のとおり  

取扱警察署  警察署  

状況調査に係る同意書  

 

 重 傷 病 見 舞 金 の 支 給 の 決 定 に 際 し 、 市 が 警 察 署 等 の 関 係 機 関 に

対 し 上 記 の 犯 罪 行 為 等 に 関 す る 事 項 に つ い て 調 査 等 を 行 う こ と に

同意します。  

 

氏  名              
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（裏）  

【添付書類】  

１  負傷し、又は疾病にかかった日、入院日数及び負傷又は疾病の

状態に関する医師又は歯科医師の診断書その他の書類であって、

当該負傷又は疾病が重症病に該当することを証明することができ

るもの又はその写し  

２  申請者の住民票又はその写し  

３  誓約書（様式第２号）  

４  その他市長が必要と認める書類  
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様式第４号（第８条関係）  

第      号  

年   月   日  

 

        様  

 

                 諫早市長        □印  

 

見舞金支給決定通知書  

 

  年   月   日付で支給の申請があった見舞金（遺族見舞金・

重傷病見舞金）については、次のとおり支給を決定しましたので通

知します。  

 

 

支給金額            円  
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様式第５号（第８条関係）  

第      号  

年   月   日  

 

        様  

 

                 諫早市長        □印  

 

見舞金支給却下通知書  

 

  年   月   日付で支給の申請があった見舞金（遺族見舞金・

重傷病見舞金）については、次の理由により支給を却下することに

決定しましたので通知します。  

 

 

 

 理由  
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様式第６号（第９条関係）  

 

年   月   日  

 

 諫早市長  様  

 

                住  所  

                申請者氏名       ○印  

                連絡先  

 

見舞金支給請求書  

 

   年    月    日付第   号で支給決定のあった犯罪被害者

等見舞金について、諫早市犯罪被害者等支援条例施行規則第９条の

規定により、見舞金の支給を請求します。  

 

請求金額                 円  

見舞金の種類  
□  遺族見舞金  

□  重傷病見舞金  

支   

 

払  

 

方  

 

法  

口座振込  

フリガナ  

口座名義人  
 

金融機関名  

銀   行  

信用金庫   

協同組合   

本店   

支店   

口  座  

種  別  
□  普通   □  当座  

口  座  

番  号  
 

備考：「見舞金の種類」及び「口座 種別」欄の□内には、該当事項に

レ点を記入すること。  


